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                         資料 ４  

地域医療構想に関する医療機関調査結果概要（君津） 

 
千葉県では、保健医療計画改定にあたり、医療機関を対象とした調査を実施しました（６月  

２３日～７月２０日）。調査に当たっては、医療機関の有する医療機能に加えて、地域医療構想に

対するお考えも伺いました。調査結果の概要は、以下のとおりです。 

 

Q1 千葉県の地域医療構想では、将来の入院医療需要（１日当たり患者数）を下図～次頁図のよう

に推計しています（図は省略）。貴院の所在する医療圏の患者数の推計結果について、あなたの

お考えに最も近い選択肢の番号１つに○をお付けください。          
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Q2 貴施設の所在する地域（おおむね二次医療圏）において、下記のうち、2025 年に向けて特に

不足すると見込まれる入院機能や取り組みとして、当てはまる選択肢の番号に○をお付けくださ

い（複数回答可）。 

 

 

  

5

4

1

5

8

2

8

6

1

0

0 2 4 6 8 10

回復期リハビリテーション病棟

回復期リハビリテーション病棟以外の入院

患者に対して、十分なリハビリテーション

を行う機能

病院・有床診療所の退院支援機能

急性期を過ぎて状態が安定化した患者（長

期にわたり療養が必要な患者を除く。）を

受け入れる病床

長期にわたり療養が必要な患者を入院させ

る機能

退院後の患者のうち、通院可能な患者に対

応するかかりつけ医療機能

退院後の患者のうち、通院困難な患者に対

応する在宅医療機能

在宅療養患者の容態急変時等に、患者を受

け入れる病床

上記のいずれにも該当しない、急性期の患

者に対して状態の早期安定化に向けた入院

医療を提供する機能

いずれも不足は生じない

（施設）
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Q3 貴施設が、2025 年に向けて下記のような入院医療機能のいずれかを強化すると仮定した場合、

課題となると考えられる点について、当てはまる選択肢の番号に○をお付けください（複数選

択可）。 

＜想定する機能＞ 

 ・回復期リハビリテーション機能 

 ・回復期リハビリテーション病棟以外の入院患者に対して、十分なリハビリテーションを行う機能 

 ・状態が安定しつつある入院患者の退院・在宅復帰を支援する機能 

 ・急性期の病床からの患者を受け入れる機能 

 ・在宅療養患者の容態急変時等に、患者を入院させる機能 
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急性期志向の医療従事者が多く、上記のような機能を強

化した場合、医療従事者の確保が難しくなる

リハビリテーションの専門医の確保・増員が難しい

リハビリテーションを担う看護職員の確保・増員が難し

い

リハビリ職の確保・増員が難しい

退院調整を専門的に行う職員の確保が難しい

退院調整や在宅移行を進めるに当たり、受け入れ先や連

携先となる医療機関や介護施設等との関係構築ができて

いない

退院調整や在宅移行を進めるに当たり、受け入れ先や連

携先となる医療機関や介護施設等が地域にない、または

不足している

自院の現在の機能と大きく異なるため、上記のような機

能を強化すること自体が考えづらい

診療報酬制度が改善されなければ、経営が難しくなる

「想定する機能」は既存の資源ですでに充足している、

または今後充足すると見込まれるため、医療資源が有効

に活用されないおそれがある

「想定する機能」をすでに担っている

その他

わからない

（施設）



4 

Q4 貴施設が、2025 年に向けて Q3 に示すような入院医療機能のいずれかを強化すると仮定した場

合に、行政に求めたい支援内容として、当てはまる選択肢の番号に○をお付けください（複数

回答可）。 

 

Q5 （Q4 において「退院調整や在宅移行を進めるに当たり、受け入れ先や連携先となる医療機関

や介護施設等の整備」に○を付けた医療機関にお伺いします。）退院調整や在宅移行を進めるに

当たり、受け入れ先や連携先となる医療機関や介護施設等として、特に整備が必要と考えるも

のとして、当てはまる選択肢の番号に○をお付けください（複数回答可）。 
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設備や施設の整備に係る費用の補助

地域の患者の動きに関するデータや調査結果の提供

転換後の経営シミュレーションや必要な手続きに対

する支援などの個別のコンサルテーション（コンサ

ルテーションに要する経費への支援を含む。）

必要な人材確保に係る支援

退院調整や在宅移行を進めるに当たり、受け入れ先

や連携先となる医療機関や介護施設等の整備

診療報酬制度の改善

その他

（施設）
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訪問診療を行う医療機関

訪問歯科診療を行う歯科診療所

訪問看護ステーション

在宅患者訪問薬剤管理指導を行う薬局

在宅患者の急変時の受入を行う医療機関

介護施設（特養等）

居宅介護サービスを行う介護事業所

（施設）


